






















The analysis of a sexual difference between the two sexes of the senile patient’s  
associative response to the stimulus word <WIFE> of the Word Association Test 
WAT-Ⅱ ― from a viewpoint of the born period of Meiji, Taisho, and Showa 
Toshio KOBAYASHI 
Abstract
　This is a research for investigation a sexual difference between the two sexes of the senile 
80 patient’s associative responses to the stimulus word 〈WIFE〉 of the Word Association 
Test WAT-Ⅱ. Especially I investigated from a viewpoint of the born period of Meiji, Taisho, 
and Showa. There are two senile patient samples （male group Ｎ=39, female group Ｎ=41）. 
As a result of investigation, in the group of the born period of Taisho, there is a statistically 
significant difference by the significant level at 10%. As to a reaction time of associative 
response to the stimulus word 〈WIFE〉 of the Word Association Test WAT-Ⅱ （χ 2=3.52
p <0.10）, the man group （ｎ=16） of the born period of Taisho showed 1.53 second, and the 
women group （ｎ=18） of the born period of Taisho showed 3.25 second.
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「リハビリ病院」の老人患者 ｎ=63 出現率　 78.75%
「脳外科病院」の老人患者 ｎ=10 出現率　 12.50%
「精神科病院」の老人患者 ｎ= 7 出現率　  8.75%

































































































































































































老人患者全体群ｎ=80 男性群ｎ=39 女性群ｎ=41 男女差 有意水準



















































「心身医学の診断群」の出現数 １個 ９個 CR=2.21 ｐ＜0.05
「整形外科の診断群」の出現数 16個 10個 CR=0.98 ｐ＞0.05
「精神科の診断群」の出現数 14個 ９個 CR=0.83 ｐ＞0.05
「脳外科の診断群」の出現数 35個 43個 CR=0.79 ｐ＞0.05
「その他の診断群」の出現数 20個 22個 CR=0.15 ｐ＞0.05









①「左片麻痺」 「左片麻痺」３個 「左片麻痺」10個 CR=1.94 ｐ＜0.05
②「頭痛」 「頭痛」０個 「頭痛」５個 CR=1.79 ｐ＜0.05
有意な男女差がない診断
①「脳梗塞」 「脳梗塞」13個 「脳梗塞」18個 CR=0.71 ｐ＞0.05
②「右片麻痺」 「右片麻痺」３個 「右片麻痺」５個 CR=0.35 ｐ＞0.05
③「うつ病」 「うつ病」６個 「うつ病」５個 CR=0.00 ｐ＞0.05


















①「反対語反応」 17個 12個 CR=0.74 ｐ＞0.05 29個
②「ポピュラー反応」 18個 9個 CR=1.48 ｐ＞0.05 27個
③「文章型反応」 11個 14個 CR=0.60 ｐ＞0.05 25個
④「聞き返し反応」 4個 10個 CR=1.33 ｐ＞0.05 14個
⑤「検査中止」 4個 9個 CR=1.11 ｐ＞0.05 13個
⑥「定義反応」 5個 5個 CR=0.00 ｐ＞0.05 10個
出現数の少ない分類カテゴリー
（出現率10.00％未満）９種類
①「遅延反応」 0個 7個 CR=2.65 ｐ＜0.01 7個
②「類語反応」 5個 2個 CR=0.75 ｐ＞0.05 7個
③「プライベート反応」 3個 3個 CR=0.00 ｐ＞0.05 6個
④「関連物反応」 1個 4個 CR=0.89 ｐ＞0.05 5個
⑤「材料反応」 2個 2個 CR=0.00 ｐ＞0.05 4個
⑥「感情反応」 0個 3個 CR=1.15 ｐ＞0.05 3個
⑦「反応不能」 1個 1個 CR=0.00 ｐ＞0.05 2個
⑧「自我滲出反応」 0個 1個 CR=0.00 ｐ＞0.05 1個
⑨「飛躍反応」 0個 1個 CR=0.00 ｐ＞0.05 1個
出現数０個の分類カテゴリー 17種類
①「有無反応」 0個 0個 CR=0.00 ｐ＞0.05 0個
②「英語反応」 0個 0個 CR=0.00 ｐ＞0.05 0個
③「エコー反応」 0個 0個 CR=0.00 ｐ＞0.05 0個
④「音韻反応」 0個 0個　 CR=0.00 ｐ＞0.05 0個
⑤「快不快反応」 0個 0個 CR=0.00 ｐ＞0.05 0個
⑥「聞き誤り反応」 0個 0個 CR=0.00 ｐ＞0.05 0個
⑦「繰り返し反応」 0個 0個 CR=0.00 ｐ＞0.05 0個
⑧「形状反応」 0個 0個 CR=0.00 ｐ＞0.05 0個
⑨「固有名詞反応」 0個 0個 CR=0.00 ｐ＞0.05 0個
⑩「色彩反応」 0個 0個 CR=0.00 ｐ＞0.05 0個
⑪「熟語反応」 0個 0個 CR=0.00 ｐ＞0.05 0個
⑫「衝動反応」 0個 0個 CR=0.00 ｐ＞0.05 0個
⑬「好き嫌い反応」 0個 0個 CR=0.00 ｐ＞0.05 0個
⑭「動詞反応」 0個 0個 CR=0.00 ｐ＞0.05 0個
⑮「におい反応」 0個 0個 CR=0.00 ｐ＞0.05 0個
⑯「二語反応」 0個 0個 CR=0.00 ｐ＞0.05 0個
⑰「保続反応」 0個 0個 CR=0.00 ｐ＞0.05 0個
















































老人患者の生まれた年号 出現率 男性群 女性群 男女差の検定
「明治生まれ」の老人患者群ｎ=13 16.25％ ｎ= 6 ｎ= 7 CR=0.00，ｐ＞0.05
「大正生まれ」の老人患者群ｎ=34 42.50％ ｎ=16 ｎ=18 CR=0.17，ｐ＞0.05


































































































































































































































































































































明治生まれの老人患者群ｎ=13 3.49秒 7.00秒 χ2=0.00 ｐ＞0.99
大正生まれの老人患者群ｎ=34 1.53秒 3.25秒 χ2=3.52 ｐ＜0.10
昭和生まれの老人患者群ｎ=33 3.46秒 4.73秒 χ2=0.00 ｐ＞0.99



















































①「反対語反応」 0個 9個 8個 17個 0個 8個 4個 12個
②「ポピュラー反応」 0個 9個 9個 18個 1個 5個 3個 9個
③「文章型反応」 5個 4個 2個 11個 3個 4個 7個 14個
④「聞き返し反応」 0個 2個 2個 4個 1個 4個 5個 10個
⑤「検査中止」 1個 1個 2個 4個 2個 6個 1個 9個
⑥「定義反応」 2個 2個 1個 5個 2個 1個 2個 5個
出現数の少ない分類カテゴリー
（出現率10.00％未満）９種類
①「遅延反応」 0個 0個 0個 0個 3個 1個 3個 7個
②「類語反応」 1個 2個 2個 5個 0個 0個 2個 2個
③「プライベート反応」 2個 1個 0個 3個 1個 0個 2個 3個
④「関連物反応」 0個 0個 1個 1個 0個 1個 3個 4個
⑤「材料反応」 0個 1個 1個 2個 2個 0個 0個 2個
⑥「感情反応」 0個 0個 0個 0個 0個 0個 3個 3個
⑦「反応不能」 0個 0個 1個 1個 0個 0個 1個 1個
⑧「自我滲出反応」 0個 0個 0個 0個 0個 1個 0個 1個
⑨「飛躍反応」 0個 0個 0個 0個 0個 1個 0個 1個
出現数０個の分類カテゴリー 17種類
①「有無反応」 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個
②「英語反応」 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個
③「エコー反応」 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個
④「音韻反応」 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個
⑤「快不快反応」 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個
⑥「聞き誤り反応」 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個
⑦「繰り返し反応」 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個
⑧「形状反応」 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個
⑨「固有名詞反応」 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個
⑩「色彩反応」 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個
⑪「熟語反応」 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個
⑫「衝動反応」 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個
⑬「好き嫌い反応」 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個
⑭「動詞反応」 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個
⑮「におい反応」 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個
⑯「二語反応」 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個
⑰「保続反応」 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個 0個
































































































































































「明治」の老人患者群ｎ=13 3個 0個（出現率0.00％） 3個 CR=1.15, ｐ＞0.05
「大正」の老人患者群ｎ=34 1個 0個（出現率0.00％） 1個 CR=0.00, ｐ＞0.05


























































































「明治」老人患者群ｎ=13 0個 0個（出現率0.00％） 0個（出現率0.00％） CR=0.00, ｐ＞0.05
「大正」老人患者群ｎ=34 0個 0個（出現率0.00％） 0個（出現率0.00％） CR=0.00, ｐ＞0.05
「昭和」老人患者群ｎ=33 2個 1個（出現率5.88％） 1個（出現率6.25％） CR=0.70, ｐ＞0.05
〈妻〉の刺激語の「反応不能」の
出現数の合計（出現率）
2個 1個（出現率2.56％） 1個（出現率2.43％） CR=0.70, ｐ＞0.05
17小林　俊雄
も少なく，明治群・大正群・昭和群など老人患者群
のすべてにおいて５％水準の有意な男女差がない
（ｐ＞0.05）。
　言語連想検査法WAT-Ⅱの〈妻〉という刺激語
で「反応不能」の患者は，「昭和」生まれの老人患
者群ｎ=33にだけ出現している。「昭和」生まれの
老人患者ｎ=33には，男女群いずれの患者も〈妻〉
について，何か大きなこだわりがある人がいること
が検証された。
８）言語連想検査法WAT-Ⅱの〈妻〉という刺激語
の「検査中止」の出現数の年号別の男女差の検定
結果ｎ=80（研究17）
　言語連想検査法WAT-Ⅱの〈妻〉という刺激語
の「検査中止」の出現数の男女差について，年号別
に調査した（表19）。
　「検査中止」ということの臨床心理学的な意味は，
患者の具合がかなり悪いということである。「大
正」生まれの老人患者群ｎ=34は，言語連想検査法
WAT-Ⅱの〈妻〉という刺激語で「検査中止」の
出現数は７個で，女性老人患者群が６個で多く，男
性老人患者群が１個で少ない。
　「大正」生まれの老人患者群ｎ=34の場合は，５％
水準の有意な男女差はない（ｐ＞0.05）が，女性老
人患者群の中には具合の悪い患者が多いことが検証
された（CR=1.51）。
　老人患者群全体ｎ=80の場合，言語連想検査法
WAT-Ⅱの〈妻〉という刺激語「検査中止」の出
現数は13個（出現率16.25％）で少なく，明治群・
大正群・昭和群など老人患者の「生まれた年」の年
号群のすべてにおいて５％水準の有意な男女差はな
いことが検証された（ｐ＞0.05）。
Ⅳ　分析結果の結論
　本研究の目的は，言語連想検査法WAT-Ⅱを施
行した老人患者の〈妻〉イメージの男女差につい
て，明治・大正・昭和の視点から32種類の反応分類
カテゴリーにもとづいて，臨床心理学的な調査研究
を行うことである。
　病院の臨床心理業務を通じて蓄積してきた老人患
者の言語連想検査法WAT-Ⅱの臨床心理記録にも
とづいて，言語連想検査法WAT-Ⅱの〈妻〉とい
う刺激語の連想反応について分析した。分析結果の
結論として４項目を上げることができる。
１ 　老人患者の「生まれた年」の年号群別に夫婦関
係を要約すると，明治群は住み分けの夫婦関係，
妻を敬愛している男性もみられることが検証され
た。大正群は男性老人患者は淡白でクールな夫婦
関係であることが検証された。大正群の女性老人
患者群には具合の悪い人が多いことが検証され
た。昭和群になると男女の主導権争いがめだつよ
うな夫婦関係になってくることが検証された。
２ 　「昭和」生まれの老人患者になると，〈妻〉につ
いてこだわりのある人が，男女群いずれにも出て
くることが検証された。
３ 　女性老人患者群ｎ=41の場合は，言語連想検査
法WAT-Ⅱの〈妻〉という刺激語は答えにくい
刺激語であることことが検証された。
４ 　男性老人患者群ｎ=39の場合は，言語連想検査
法WAT-Ⅱの〈妻〉という刺激語は答えにくい
刺激語ではないことが検証された。〈妻〉という
ことでは何も考えていない男性老人患者が多いこ
とが検証された。
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